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は
な
く
、
学
生
た
ち
に
は
、
教
授
や
先
輩

の
大
学
院
生
た
ち
が
行
っ
て
い
る
生
き
生

き
と
し
た
研
究
の
雰
囲
気
の
中
で
学
ぶ
こ

と
が
理
想
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
世
界
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
枯
渇
、

食
糧
問
題
、
環
境
の
汚
染
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
厳
し
い
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
若

い
世
代
に
解
決
を
託
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
新
し
い
世
紀
に
お
け
る
研
究
者
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阪大発２１世紀 

'

特
集

―
大
阪
大
学
創
立
70
周
年
記
念
　
国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大
阪
大
学
は
5
月
5
、6
日
の
両
日
、大

阪
市
北
区
の
大
阪
国
際
会
議
場
で
創
立
７０

周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
た
。6
日
に
は
、

国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
２１
世
紀
の
大

学
、そ
の
可
能
性
」が
行
わ
れ
、阪
大
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
9
カ
国
、１２
人

の
大
学
学
長
・
副
学
長
ら
が
参
加
。現
在
、世

界
の
大
学
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
と
新

世
紀
に
お
け
る
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、論
議
を
深
め
た
。

司
会
の
小
泉
・
大
阪
大
学
大
学
院
人
間

科
学
研
究
科
教
授
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

趣
旨
を
説
明
、「
中
心
的
な
共
通
問
題
は
研

究
、
教
育
、
大
学
の
運
営
・
経
営
だ
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
大
学
が
抱
え
る
現
状
と
問
題
点
、
そ

れ
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
提
言
を
交
え

て
リ
ポ
ー
ト
し
た
。

「
２１
世
紀
の
大
学
、
そ
の
可
能
性
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者

■
課
題
・
提
言
者

●

大
阪
大
学
副
学
長
･
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

宮
西
正
宜

●
モ
ナ
シ
ュ
大
学
学
長（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

デ
ヴ
ィ
ド
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

●

ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
学
長
代
理（
ベ
ル
ギ
ー
）
―
―
―
―
―
―
―

デ
ニ
ス
・
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
ル

●
マ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
人
文
学
部
長（
カ
ナ
ダ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ル
フ

●

上
海
交
通
大
学
教
務
委
員
会
執
行
主
任（
中
国
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

王
宗
光

●

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
学
長（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ハ
ン
ス
・
ウ
ィ
グ
ツ
ェ
ル

●

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
学
長（
タ
イ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

タ
ッ
チ
ャ
イ
・
ス
ミ
ト
ラ

●
マ
ヒ
ド
ン
大
学
学
長（
タ
イ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ポ
ー
ン
チ
ャ
イ
・
マ
タ
ン
カ
ソ
ン
バ
ッ
ト

■
討
論
者

●

北
京
大
学
副
学
長（
中
国
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

韓
啓
徳

●
武
漢
大
学
第
一
副
学
長（
中
国
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

呉
俊
培

●

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
副
学
長（
ド
イ
ツ
）
―

ハ
ン
ス
・
ゲ
オ
ル
ク
・
リ
ー
ビ
ッ
ヒ

●

釜
山
大
学
校
総
長（
韓
国
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

パ
ク
・
ジ
ェ・
ユ
ン

●

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
名
誉
教
授（
米
国
）―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ォ
ー
グ
ル

■
司
会
・
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
教
授

―
―
―
―
―
―
―
―

小
泉
潤
二

'
研
究
・
教
育
・
運
営

大
学
の
共
通
問
題
に
迫
る
！

避けられない問題は、向こう5年間に
間違いなく大学への入学者数が
定員を下回ることです。

直
面
し
て
い
る
最
も
大
き
な
動
き
は
、

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
で
す
。
文

部
科
学
省
は
、
改
革
に
よ
っ
て
大
学
の
研

究
・
教
育
の
活
性
化
を
図
り
、
大
学
に
対

す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
動
き
を
大

●
宮
西
・
大
阪
大
学
副
学
長

「
研
究
志
向
の
大
学
で

あ
り
続
け
る
」

学
内
で
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
改
革
が
奏
効
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
先
人
た
ち
が
長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上

げ
て
き
た
基
盤
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
大
学
全
体
に
と
っ
て
避

け
ら
れ
な
い
問
題
は
、
向
こ
う
5
年
間
に

間
違
い
な
く
大
学
へ
の
入
学
者
数
が
定
員

を
下
回
る
こ
と
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
国

立
で
あ
れ
、
私
立
で
あ
れ
閉
鎖
に
追
い
込

ま
れ
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

生
存
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
入
学
、

教
育
の
ポ
リ
シ
ー
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
大
学
と
し
て
は
、
創
立
当
時
か
ら

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
研
究
志
向
の
大
学

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は
研
究
第
一
で
す
。

研
究
よ
り
教
育
を
過
小
評
価
す
る
意
味
で



た
ち
は
、
一
つ
の
問
題
に
さ
ま
ざ
ま
な
切

り
口
か
ら
迫
る
総
合
的
な
力
が
望
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
大
阪
大
学

で
は
理
工
系
の
学
生
た
ち
も
人
文
科
学
的

な
問
題
を
学
び
、
文
科
系
の
学
生
た
ち
も

自
然
科
学
を
学
べ
る
、
専
攻
科
目
を
変
更

で
き
る
な
ど
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
ら
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

モ
ナ
シ
ュ
大
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国

際
化
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
国
境

に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
の
よ

う
な
学
術
協
定
締
結
に
よ
る
学
生
交
流
や

研
究
ス
タ
ッ
フ
の
大
学
間
の
交
流
だ
け
で

な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

産
業
の
世
紀
だ
っ
た
20
世
紀
は
終
わ

り
、
21
世
紀
は
創
造
的
経
済
活
動
、
ア
イ

デ
ア
を
創
造
す
る
時
代
で
す
。
そ
の
た
め

の
知
識
が
必
要
で
、
ア
イ
デ
ア
を
創
り
出

す
こ
と
へ
の
投
資
効
果
を
考
え
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
バ
イ
オ
な
ど
の
分
野
で
顕
著
で
す
が
、

一
方
で
新
し
い
分
野
に
お
け
る
人
材
不
足

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
フ
リ

ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
制
が
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
知
的
活
動
を
す
る
人
た
ち
に
よ
る

we
b
上
で
の
技
術
や
知
識
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
が
始
ま
る
で
し
ょ
う
。
昔
、
村
の
鍛
冶

屋
さ
ん
が
技
術
を
売
っ
て
い
た
の
と
同
じ

こ
と
で
す
が
、
違
う
点
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に

●
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
モ
ナ
シ
ュ
大
学
学
長

「
国
境
を
越
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
」
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な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
知
的
財
産
を

重
視
し
、
優
秀
な
人
材
に
長
く
と
ど
ま
っ

て
も
ら
う
魅
力
的
な
大
学
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
シ
ス
テ
ム
の
共
有
化
が
進
み
、
恐

ら
く
向
こ
う
数
年
間
で
デ
ィ
プ
ロ
マ
（
学

位
）
が
各
国
間
で
共
通
に
な
る
で
し
ょ
う
。

履
修
単
位
の
互
換
シ
ス
テ
ム
が
E
U
域
内

で
で
き
る
で
し
ょ
う
。

社
会
か
ら
の
大
学
に
対
す
る
期
待
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生
涯
教
育
へ
の
参

画
や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
よ
り
求

め
ら
れ
ま
す
。
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
、
学
生
か
ら
の
期
待
も
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
大
学
と
し
て
は
、
教
育
、
研
究

上
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
（
使

命
や
理
念
）
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
開
か
れ
た
大
学
で
は
、
協
調
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
一
つ
の
答
え
に
な
る
で

し
ょ
う
。
研
究
教
育
の
成
果
と
責
任
を
大

学
間
で
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大

学
を
国
か
ら
の
援
助
だ
け
で
運
営
す
る
こ

と
は
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
が
、
独
立
性

を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
課
題
は
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
公
的
資
金
で
運
営
さ
れ

●
ウ
ル
フ
・
マ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
人
文
学
部
長

「
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
研
究
、
教
育
を
組

み
合
わ
せ
て
学
生
中
心
の
大
学
に
」

●
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
ル
・
ル
ー
ヴ
ァ
ン
･
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

学
長
代
理

「
研
究
成
果
と
責
任
の
共
有
を
」

て
き
た
カ
ナ
ダ
の
大
学
は
、
1
9
9
3
年

か
ら
98
年
の
間
に
政
府
か
ら
の
資
金
が
削

減
さ
れ
ま
し
た
。
不
足
分
は
民
間
企
業
か

ら
集
め
ま
し
た
が
大
学
に
変
化
を
き
た
し

ま
し
た
。
企
業
は
新
し
い
研
究
を
要
望
し

ま
す
の
で
、
大
学
の
自
主
性
、
独
自
性
が

問
題
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
も
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
受
け
ま
し
た
。
政
府
か
ら
の

資
金
が
少
な
く
な
っ
て
学
費
が
上
が
り
、

高
等
教
育
を
受
け
る
た
め
に
学
生
は
借
金

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
マ

ッ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
は
、
前
向
き
な
姿
勢

で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
20
年
前
か
ら
学

生
自
身
に
自
分
で
必
要
な
情
報
を
見
つ
け

る
手
法
の
習
得
を
促
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ

に
陳
腐
化
す
る
よ
う
な
知
識
よ
り
、
情
報

を
分
析
し
、
問
題
解
決
能
力
の
あ
る
学
生

の
育
成
が
大
事
で
す
。
人
文
科
学
、
自
然

科
学
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ハ

イ
レ
ベ
ル
の
研
究
、
教
育
を
組
み
合
わ
せ

て
学
生
中
心
の
研
究
大
学
に
し
て
い
く
こ

と
が
21
世
紀
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
ビ
ジ

ョ
ン
で
す
。

上
海
交
通
大
学
は
、
経
済
学
、
文
学
、

自
然
科
学
な
ど
10
学
部
が
あ
り
、
研
究
開

発
型
の
総
合
的
な
大
学
へ
と
成
長
、
中
国

有
数
の
優
れ
た
大
学
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
海
唯
一
の
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
を
所
有

し
、
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
タ
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
世
界
の
大
学
と
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り

ま
す
。
今
後
10
年
か
ら
15
年
か
け
て
学
術

分
野
を
広
げ
、
教
授
陣
を
最
適
な
形
に
再

編
成
し
て
世
界
に
通
用
す
る
研
究
機
関
の

大
学
に
し
て
い
く
計
画
で
す
。

上
海
は
過
去
5
年
間
に
経
済
的
に
随
分

強
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
5
年
間
に
は

生
涯
学
習
制
度
を
つ
く
り
、
学
習
志
向
型

の
都
市
に
し
て
、
市
民
が
新
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま

す
。
上
海
交
通
大
学
は
、
上
海
市
に
対
し

創
造
性
豊
か
な
能
力
、
科
学
的
な
問
題
解

決
法
を
提
供
し
て
町
の
革
新
の
原
動
力
と

な
り
、
研
究
成
果
を
通
し
て
産
業
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
。
国
際
協
力
の
橋
渡
し
、

ハ
ブ
機
関
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
化
が
急
速
に
ス
ピ

●
ウ
ィ
グ
ツ
ェ
ル
・
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
学
長

「
変
化
と
ス
ピ
ー
ド
に
立
ち
向
か

う
に
は
明
確
な
使
命
が
必
要
」

●
王
宗
光
・
上
海
交
通
大
学
教
務
委
員
会
執
行
主
任

「
創
造
性
豊
か
な
能
力
を
提
供
し
、

大
学
を
町
の
革
新
の
原
動
力
に
」

産業の世紀だった20世紀は終わり、
21世紀は創造的経済活動、
アイデアを創造する時代です。
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ー
ド
を
増
し
、
予
測
す
る
こ
と
は
ど
ん
ど

ん
不
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
立

ち
向
か
っ
て
い
く
に
は
、
ま
ず
、
使
命
を

明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。

医
科
大
学
と
し
て
は
、
人
々
の
健
康
を

改
善
す
る
必
要
と
そ
の
戦
略
を
持
ち
な
が

ら
柔
軟
性
を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
央
集
権
化
し
た
中
で
、
な
お
か
つ
、
分

散
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
の
世

界
だ
け
で
な
く
企
業
で
も
そ
う
で
す
。
研

究
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

し
い
専
門
分
野
が
生
み
出
さ
れ
、
学
問
間

の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
よ
り
巨
大
化
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
、
一
人
の
リ
ー
ダ

ー
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
大
学
で
は
、

医
学
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

な
ど
で
新
し
い
専
門
分
野
が
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
学
際
的
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
学
部
、
歯
学
部

の
枠
を
取
り
外
し
、
医
学
上
健
康
に
関
す

る
す
べ
て
を
取
り
扱
え
る
普
遍
的
な
大
学

を
志
向
し
て
い
ま
す
。

21
世
紀
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
I
T
革
命

に
よ
り
、
ノ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
（
知
識
重
視

型
）
の
開
か
れ
た
経
済
に
な
り
、
一
流
大

学
も
研
究
と
教
育
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
質
を
維
持
し

て
い
っ
て
の
み
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

タ
イ
で
は
近
年
、
高
等
教
育
に
対
す
る

●
タ
ッ
チ
ャ
イ
・
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
学
長

「
C
O
E
を
主
要
部
門
に
形
成
」

ン
技
術
の
発
展
が
世
界
に
革
命
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
直
接
的
な
対
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
世
界
が
小
さ
く
な
り
、
同
時

に
広
が
り
も
出
ま
し
た
。
世
界
全
体
の

人
々
と
関
わ
り
合
う
こ
と
で
、
大
学
は
責

任
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
時
代
の
変
化
、
多
様
化
に
応
え
る
た

め
に
は
、
目
的
に
合
っ
た
新
し
い
学
問
分

野
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
分
野

間
の
ク
ラ
ス
タ
ー
化
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
認
識
し
な
が
ら
、
同

時
に
地
域
と
の
協
力
も
必
要
で
す
。
教
育

時代の変化、多様化に応えるためには、
目的に合った新しい学問分野をつくって
いくことです。

需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
新
し

く
施
行
さ
れ
た
12
年
間
の
義
務
教
育
や
知

識
重
視
型
経
済
に
よ
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
の

変
化
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
I
T
は
そ
の

一
つ
の
例
で
あ
り
ま
す
。

本
学
で
は
、
専
門
家
集
団
、
セ
ン
タ

ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
（
C
O
E
）

を
主
要
部
門
に
形
成
す
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
。
知
識
と
技
術
の
移
転
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
内
的
、

国
際
的
に
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
動
き
が
、

進
行
中
の
タ
イ
・
日
本
技
術
移
転
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
が
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

（
情
報
格
差
）
に
よ
り
タ
イ
と
先
進
諸
国
と

の
格
差
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

本
学
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

よ
り
柔
軟
な
学
習
環
境
を
作
り
上
げ
よ
う

と
試
み
て
い
ま
す
。
優
れ
た
大
学
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
研
究
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
で
は
教
育
制
度
が
見
直
さ
れ
、
基

礎
教
育
を
12
年
間
の
義
務
教
育
と
し
ま
し

た
。
記
憶
す
る
だ
け
で
な
く
学
習
機
能
を

●
ポ
ー
ン
チ
ャ
イ
・
マ
ヒ
ド
ン
大
学
学
長

「
他
大
学
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

が
重
要
」

身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
大
学
進
学
比
率
を
現
在
の
14
%
か

ら
3
倍
の
40
%
に
高
め
、
科
学
技
術
教
育

を
受
け
る
人
も
増
や
す
考
え
で
す
。

研
究
志
向
型
の
大
学
と
し
て
重
要
な
こ

と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
の
大
学
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
だ
と
考
え
ま
す
。
科
学

技
術
、
数
学
、
社
会
学
習
、
す
べ
て
に
お

い
て
新
し
い
教
育
環
境
を
つ
く
り
出
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
も
う
一
つ
の
役
割
は
、

研
究
推
進
の
主
導
権
を
持
つ
こ
と
で
す
。

わ
れ
わ
れ
の
大
学
で
は
教
授
陣
に
対
し
て

自
由
な
環
境
で
研
究
活
動
を
さ
せ
て
い
ま

す
。
学
際
的
な
研
究
も
行
っ
て
お
り
、
特

別
な
基
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

マ
ヒ
ド
ン
大
学
の
ル
ー
ツ
は
バ
イ
オ
メ

デ
ィ
カ
ル
の
研
究
で
す
が
、
戦
略
的
に
は

熱
帯
資
源
の
研
究
、
中
で
も
感
染
症
、
マ

ラ
リ
ア
に
特
化
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
ゲ
ノ

ム
の
研
究
に
も
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
遺
伝
的
な
多
様
性

を
研
究
す
る
こ
と
で
、
臨
床
的
に
役
立
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
は
い
ろ
い
ろ
な

民
族
が
集
ま
り
、
遺
伝
的
な
要
素
も
混
ざ

り
合
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
の
研

究
対
象
と
し
て
面
白
い
地
域
に
な
り
う
る

と
思
い
ま
す
。

化
は
加
速
し
て
お
り
、
大
学
の
シ
ス
テ
ム

に
も
革
命
的
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヴ
ォ
ー
グ
ル
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
名
誉
教
授

近
代
の
交
通
機
関
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

小
泉
・
大
阪
大
学
教
授

前
半
の
提
言
で
大

学
に
お
け
る
研
究
、
教
育
、
運
営
に
関
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
や
I
T
革
命
な
ど
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
急
速
に
変
化
し
、
し
か
も
そ
の
変

▲

討
論



性
を
失
う
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
地
元
の
ニ
ー
ズ
は
常
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
経
済
動
向
の
予
測
は
困
難
で
す
が
、

変
化
に
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
学
部
を
増
や
す
こ
と
は
簡

単
で
す
が
、
減
ら
す
こ
と
は
大
変
で
す
。

学
部
数
を
制
限
す
る
方
策
が
あ
れ
ば
ウ
ィ

グ
ツ
ェ
ル
先
生
に
伺
い
た
い
。

ウ
ィ
グ
ツ
ェ
ル
・
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
学
長

1
9
9
9
年
の
こ
と
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
政
府
の
大
学
に
対
す
る
予
算
配

分
が
大
き
く
変
わ
り
、
一
部
の
研
究
し
か

財
政
支
援
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
極
端

な
や
り
方
で
す
が
学
部
や
教
授
の
数
を
急

速
な
勢
い
で
削
減
し
ま
し
た
。

パ
ク
・
釜
山
大
学
校
総
長

21
世
紀
の
最
大
の

課
題
は
、
ノ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
（
知
識
重
視

型
）
社
会
の
出
現
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
し

ょ
う
。
韓
国
の
大
学
も
変
革
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
研
究
と
教
育
と

の
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
成
果

や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す

能
力
を
育
て
る
学
生
教
育
が
必
要

で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
社
会
組
織
か
ら

資
金
を
調
達
す
る
こ
と
で
、
大
学

教
育
は
商
業
ペ
ー
ス
に
な
り
過
ぎ

て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時

代
に
は
、
外
国
文
化
を
理
解
す
る

教
育
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

人
文
科
学
、
歴
史
、
哲
学
、
宗
教

学
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
基
礎

研
究
で
す
。
新
し
い
基
礎
知
識
に

よ
っ
て
技
術
革
新
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

宮
西
先
生
に
質
問
し
ま
す
。
韓
国
で
は

最
近
、
国
立
大
学
へ
の
国
の
介
入
が
減
っ

て
き
ま
し
た
。
大
学
は
独
立
、
自
立
し
た

運
営
が
必
要
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

日
本
の
政
府
が
検
討
さ
れ
て
い
る
国
立
大

学
の
法
人
化
に
つ
い
て
詳
し
く
伺
い
た
い
。

宮
西
・
大
阪
大
学
副
学
長

国
立
大
学
を
独

立
行
政
法
人
に
す
る
明
確
な
決
定
は
ま
だ

な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
文
部
科
学
省
で
検

討
段
階
で
す
。
議
論
か
ら
推
測
す
る
と
、

国
家
予
算
の
削
減
で
政
府
介
入
が
少
な
く

な
り
、
大
学
の
自
由
度
が
増
す
で
し
ょ
う
。

と
は
い
っ
て
も
、
国
家
予
算
を
も
ら
っ
て

運
営
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
大
学
は

社
会
に
対
す
る
説
明
責
任
、
つ
ま
り
、
研

究
内
容
や
教
育
内
容
を
説
明
す
る
責
任
が

強
く
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
、
大
学
に
と
っ
て
深
刻
な
問

題
は
、
独
立
行
政
法
人
に
な
る
と
配
分
さ

れ
る
国
の
予
算
は
大
学
内
で
研
究
成
果
に

よ
っ
て
分
配
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
が
導
入
さ
れ
る
と
教
育
機
関
と

し
て
の
側
面
は
ど
う
な
る
の
か
に
つ
い
て

も
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
文
部

科
学
省
の
委
員
会
で
は
、
政
治
家
、
財

界
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
た
ち
の
意
見
も
反

映
さ
せ
て
日
本
の
大
学
の
シ
ス
テ
ム
を
決

定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
副
学
長

新
し
い
大
学
制
度
を
つ
く
る
こ
と
は
大
変

な
こ
と
で
す
が
、
私
は
ロ
ー
カ
ル
な
問
題

と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

教
育
制
度
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
世
界
共
通
の
課
題
と
し
て

4 Handai NEWS Letter・2001・12

を
能
力
の
あ
る
学
生
に
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
学
術
的
な
知
識
、
文
化
の
重
要
性

を
社
会
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
大
学

と
政
府
、
産
業
界
と
の
協
力
も
必
要
で
す
。

社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
21
世
紀
の
大
学

と
な
り
う
る
と
思
い
ま
す
。

韓
・
北
京
大
学
副
学
長

二
点
だ
け
申
し
あ
げ

た
い
。
一
点
は
大
学
に
は
多
様
性
が
あ
る

こ
と
。
大
学
に
は
違
い
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
す
。
研
究
志
向
の
大
学
も
あ
れ
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
も
あ
り
ま
す
。

異
な
る
目
標
を
掲
げ
、
特
徴
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。
二
点
目
は
、
大
学
が
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
慎
重
さ
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
経
済
に
奉
仕
す

る
こ
と
に
は
同
意
し
ま
す
が
、
慎
重
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ
に

奉
仕
す
る
こ
と
で
大
学
の
独
立
性
、
自
主

直
面
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
革
命
に
は
特
化

し
た
専
門
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

は
研
究
、
教
育
の
共
通
の
問
題
だ
と
思
い

ま
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
革
命
で
世
界
が
単
純

化
す
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
複
雑
に
な
る

で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
情
報
社
会
の
中
で
大
学
は
、

学
生
に
対
し
て
科
学
的
な
知
識
や
基
本
的

な
学
問
の
手
法
を
習
得
さ
せ
る
と
同
時
に

分
析
能
力
、
未
知
の
分
野
に
対
す
る
判
断

能
力
も
教
育
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

他
国
の
文
化
を
理
解
し
、
尊
重
す
る
能
力

も
必
要
で
す
。
大
学
が
専
門
的
な
倫
理
観

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
複
雑

な
社
会
に
お
い
て
将
来
の
判
断
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
大
学
は
世
界
・
社
会
の
多

様
性
の
ミ
ラ
ー
、
鏡
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

呉
・
武
漢
大
学
第
一
副
学
長

リ
ー
ビ
ッ
ヒ
先

生
の
話
を
聞
き
ま
し
て
、
教
育
と
研
究
が

大
学
の
重
要
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
思
い
ま
し
た
。
政
府
と
大
学
と
の

関
係
、
資
金
の
調
達
方
法
な
ど
も
重
要
で

す
。
こ
れ
は
大
学
、
研
究
者
、
教
育
者
に

も
関
わ
る
問
題
な
の
で
す
。

小
泉
・
大
阪
大
学
教
授

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
き
ま
し

た
。
具
体
的
な
結
論
を
出
す
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
情
に
立
地
し

た
大
学
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
明
確
に
な
っ
た
こ

と
は
、
世
界
の
大
学
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
と
協
力
関
係
が
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

世界の大学間でネットワーク化と
協力関係が非常に重要であると
いうことです。
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●
コ
ン
テ
ン
ツ
処
理
の
流
れ
に
沿
っ
て
重

要
技
術
を
抽
出

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
学
術
振

興
会
未
来
開
拓
学
術
研
究
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
平
成
9
年
に
「
知
能
情
報
・

高
度
情
報
処
理
」
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
と
し
て
開
始
さ
れ
、
現
在
、
最
終

ー
ズ
に
応
じ
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
高
度

処
理
技
術
を
追
究
し
、
実
社
会
で
役
立
つ

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
構
築
す
る

こ
と
で
あ
る
。

●
研
究
の
鍵
は
、「
半
構
造
性
」
と
「
連
続

性
」
へ
の
対
処
に
あ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
ず
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
処
理
の
困
難
さ
が

ど
こ
に
起
因
し
て
い
る
か
の
解
明
か
ら
開

始
し
た
。
そ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
た
の
が
、

「
連
続
性
」
と
「
半
構
造
性
」
と
い
う
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
二
つ
の
特

性
で
あ
る
。

例
え
ば
、
図
に
示
し
て
い
る
W
W
W
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
間
の
リ

ン
ク
（
矢
印
）
構
造
を
考
え
て
み
よ
う

（
図
２
）。
図
中
の
右
側
の
リ
ン
ク
関
係
は

複
雑
で
、
一
見
何
の
規
則
性
も
な
い
よ
う

に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
よ
く
観
察
す
る

と
図
中
左
側
の
赤
色
の
リ
ン
ク
で
示
し
た

よ
う
に
、
あ
る
ペ
ー
ジ
が
リ
ン
ク
の
出
元

（
ソ
ー
ス
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
白
で
厳
密
な
デ
ー

タ
の
構
造
は
な
い
も
の
の
、
詳
細
に
分
析

す
る
と
何
ら
か
の
規
則
性
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
場
合
、
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は

「
半
構
造
性
」
を
有
す
る
と
い
う
。
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
間
の
関
連
の
み
な
ら
ず
、
代
表
的

な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ

る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
お
い
て
お
の
お
の
の
ト
ピ
ッ
ク
や
シ

ー
ン
間
の
関
連
も
半
構
造
性
を
有
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
検
索
・
加
工
・
編

集
す
る
場
合
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
プ

SPECIAL ISSUE

 研究プロジェクト 

コ
ン
テ
ン
ツ
時
代
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に
貢
献

識
、
仮
想
現
実
・
拡
張
現
実
シ
ス
テ
ム
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
各
分
野

で
実
績
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
参
画
し
て
い
る
。

各
人
の
専
門
知
識
を
結
集
し
、
図
の
よ
う

な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
処

理
の
流
れ
に
沿
っ
て
（
図
１
）、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
「
組
織
化
機

構
」、「
ア
ク
セ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」、「
配

送
機
構
」、「
提
示
機
構
」、「
生
成
機
構
」

の
5
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
っ

て
い
る
。
目
標
は
、
ユ
ー
ザ
の
多
様
な
ニ

放
送
、
出
版
、
医
療
、
教
育
、
通
信
を
は
じ
め
と
す
る

各
分
野
で
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
技
術
の
急
速
な
進
展
に
伴
っ

て
、
高
度
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
処
理
環
境
の
構
築
に

対
す
る
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
重
要
な
鍵

と
な
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
高
次
処
理
の

研
究
に
大
学
院
工
学
研
究
科
の
西
尾
章
治
郎
教
授
を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
ま
さ
に
進
展
し
て
い
る
高

度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
付
加
価
値
が
高
く
な
り
、
経
済
的
に
も
最
重
要
と

な
る
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
た
め
の
高
度
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
処
理
技
術
の
確
立
が

テ
ー
マ
。
国
の
施
策
と
し
て
本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
第
2
期
科
学
技
術
基
本
計
画

の
4
重
点
分
野
の
一
つ
「
情
報
通
信
分
野
」
に
お
い
て
も
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
に
加
え
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
蓄
積
、
処
理
さ
れ
ユ
ー
ザ
に
提
供
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

そ
の
も
の
の
整
備
お
よ
び
研
究
開
発
に
重
点
が
置
か
れ
る
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が

起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
先
駆
け
的
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、

そ
の
成
果
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

'
特
集
・
未
来
開
拓
学
術
研
究
推
進
事
業

大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
―
―

西
尾
章
治
郎
│Sh

o
jiro

N
ish

io

E
-m

a
il

:n
ish

io
@

ise.en
g.o

sa
k
a

-u
.a

c.jp
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の

高
次
処
理
の
研
究

●未来開拓学術研究推進事業
我が国の社会・経済の発展、豊かな国民生活の実現等につながる創造性豊かな学術研究を大
学主導により重点的に推進するため、平成８年度から開始された日本学術振興会による事業

年
度
を
迎
え
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
リ

ー
ダ
ー
の
西
尾
教
授
を
は
じ
め
大
阪
大

学
、
神
戸
大
学
、
龍
谷
大
学
、
京
都
大

学
、
東
京
大
学
の
教
官
14
名
（
う
ち
コ
ア

メ
ン
バ
ー
は
、
大
学
院
工
学
研
究
科
の
岸

野
文
郎
教
授
な
ど
3
名
）。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
は
じ
め
、
知
識
処
理
、
音
声
・
画
像
認

図1 コンテンツ処理の流れ
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を
集
め
た
「
鈴
木
さ
ん
専
用
の
デ
ィ
ジ
タ

ル
美
術
館
」
を
構
築
す
れ
ば
、
こ
れ
に
対

し
て
お
金
を
払
う
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
対
象
の
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
、
多
様
な
見
方

が
あ
り
個
人
の
嗜
好
も
異
な
る
の
が
通
常

で
あ
る
か
ら
、
各
人
の
好
み
に
合
っ
た
コ

ン
テ
ン
ツ
を
い
か
に
個
別
化
し
て
提
供
す

る
か
が
大
き
な
目
標
に
な
り
、
そ
の
た
め

の
研
究
が
実
シ
ス
テ
ム
開
発
に
結
び
つ
く
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
ユ
ー
ザ
が
置

か
れ
て
い
る
環
境
に
合
わ
せ
た
形
態
で
の

コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
で
あ
る
。
例
え
ば
、
携

帯
電
話
を
用
い
て
コ
ン
テ
ン
ツ
検
索
し
て

い
る
ユ
ー
ザ
に
は
、
携
帯
電
話
の
画
面
サ

イ
ズ
の
制
限
を
考
慮
し
て
提
示
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
T
P
O
に
応
じ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
の
処
理
技
術
の
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。

●
見
た
い
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
い
時
に
見
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

こ
こ
ま
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
半
構
造
性
、
連
続
性
、

個
別
化
、
適
応
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
そ
の
実
例
と
な
る
開
発
シ
ス
テ
ム
を

紹
介
し
よ
う
。

ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

映
画
な
ど
と
比
較
す
る
と
そ
の
構
造
を
捉

え
や
す
い
。
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
時
間
的
に

連
続
し
て
い
る
が
、
各
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ

ク
は
、
ま
ず
画
面
の
動
き
の
少
な
い
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
ト
ピ
ッ
ク
説
明
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
後
、
画
面
の
動
き
の
大
き
い
現
場
の

取
材
映
像
に
移
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
繰

り
返
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

画
面
の
動
き
に
注
目
し
て
映
像
解
析
技
術

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
画
像
や
音
声
に
対
す

る
高
度
な
認
識
技
術
や
人
工
知
能
技
術
を

駆
使
し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
大
き
な
成
果
を
得
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
特
性
は
「
連
続
性
」
で
あ

る
。
映
像
や
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
評
論
で

広
く
知
ら
れ
、
電
子
出
版
に
関
し
て
も
造

詣
が
深
いJam

es
M
onaco

は
、
映
画
の

本
質
に
つ
い
て

“There
are
no
basic

units
ofm
eaning

in
film
. ”

と
言
っ
て
い

る
。
こ
の
言
葉
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
は
一
般
的

に
、
意
味
的
な
「
切
れ
目
」
を
見
つ
け
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
ど
の
よ
う
な
単
位
で
意
味
付
け
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
格
納
す
る
か
が
重
要
な

課
題
と
な
る
。
例
え
ば
、「
イ
チ
ロ
ー
が
ヒ

ッ
ト
を
打
っ
た
シ
ー
ン
」
と
言
っ
て
も
、

対
戦
チ
ー
ム
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
投
球
モ
ー

シ
ョ
ン
に
入
っ
た
時
点
か
ら
に
す
る
の
か
、

バ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
時
点
か
ら
に

す
る
の
か
、
な
か
な
か
決
め
難
い
。

こ
の
連
続
性
に
は
、「
時
間
的
な
連
続

性
」、「
空
間
的
な
連
続
性
」
が
あ
る
こ
と

は
読
者
の
方
々
も
容
易
に
気
づ
い
て
下
さ

る
と
思
う
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
重
要
な

も
の
に
「
品
質
的
な
連
続
性
」
が
あ
る
。

単
な
る
数
字
や
文
字
の
場
合
と
異
な
り
、

画
像
の
場
合
に
は
画
質
に
関
し
て
、
粗
い

も
の
か
ら
精
細
な
も
の
ま
で
無
限
の
連
続

性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ユ
ー
ザ
の
要
求
に

対
し
て
、
状
況
に
応
じ
な
が
ら
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
品
質
（Q

uality
of
Service:

Q
oS

）
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
よ

う
な
時
間
的
連
続
性
、
空
間
的
連
続
性
、

品
質
的
連
続
性
を
捉
え
た
機
構
の
開
発
を

通
じ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ

が
も
つ
連
続
性
を
適
切
に
処
理
す
る
技
術

の
確
立
に
挑
戦
し
て
き
た
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
は
「
個
別
化
」
と

「
適
応
性
」
の
実
現
に
あ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
終
的
に
目
指
す
の

は
ど
う
い
う
シ
ス
テ
ム
環
境
な
の
か
。
そ

れ
は
、「
個
別
化（personalization

）」と

「
適
応
性（adaptation

）」の
実
現
に
あ
る
。

例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
世
界
の
名

画
を
集
め
た
サ
イ
バ
ー
美
術
館
が
あ
り
、

そ
こ
に
鈴
木
さ
ん
が
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る

と
し
よ
う
。
鈴
木
さ
ん
の
美
術
館
内
の
鑑

賞
履
歴
を
解
析
し
て
、
興
味
が
あ
り
そ
う

な
絵
画
（
例
え
ば
、
印
象
派
の
絵
）
だ
け

を
用
い
る
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
ト

ピ
ッ
ク
ご
と
に
仕
分
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
実
際
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

1
0
0
％
に
近
い
精
度
で
自
動
的
に
こ
の

仕
分
け
を
実
現
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

次
に
仕
分
け
ら
れ
た
各
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ

ッ
ク
の
内
容
を
解
析
し
、「
半
構
造
性
」
を

明
ら
か
に
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
る
。
内
容

を
知
る
上
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
字
幕

情
報
が
有
用
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
話
す

言
葉
を
音
声
認
識
技
術
で
テ
キ
ス
ト
化

し
、
そ
れ
を
自
然
言
語
処
理
技
術
に
よ
っ

て
品
詞
分
解
す
る
。
そ
し
て
、
名
詞
の
内

容
や
出
現
頻
度
で
ト
ピ
ッ
ク
内
容
を
表
す

キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
出
し
、
さ
ら
に
、
政
治
、

経
済
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
数
種
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
87
％
以
上
の
正
確

さ
で
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
の
内
容
を
分
類

で
き
る
技
術
を
開
発
し
て
お
り
、
そ
の
結

果
を
も
と
に
、
ト
ピ
ッ
ク
間
の
関
連
を
探

り
半
構
造
性
の
解
明
に
挑
戦
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
組
織
化
さ
れ
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
さ
れ
た
大
量
の
ニ

ュ
ー
ス
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
、
ユ
ー
ザ
の
好

み
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
「
個
別
化
」
し
て
抽

出
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
例
え
ば
、

海
外
に
1
週
間
程
出
張
す
る
場
合
、
開
発

し
た
シ
ス
テ
ム
を
用
い
れ
ば
、
出
張
中
の

ニ
ュ
ー
ス
を
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に
自
動
的
に

分
類
し
て
ホ
ー
ム
サ
ー
バ
ー
に
蓄
積
し
、

見
出
し
を
つ
け
て
保
管
し
て
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
そ
う
し
て
お
け
ば
、
帰
国
後
に
、

図2 Webページのリンク構造
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SPECIAL ISSUE

 研究プロジェクト 

自
分
が
気
に
な
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ

ッ
ク
を
事
件
名
や
人
名
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
て
即
時
に
検
索
で
き
る
。
ま
た
、

限
ら
れ
た
時
間
内
で
出
張
中
の
ニ
ュ
ー
ス

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
番
組
を
自
動
制
作
す
る

シ
ス
テ
ム
も
開
発
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

提
示
時
間
に
関
す
る
「
適
応
性
」
を
実
現

し
て
い
る
。
特
に
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
放
送
の

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
を
考
慮
し
て
、
同
一
の

ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
を
複
数
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
わ
た
っ
て
横
断
的
に
詳
し
く
見
る
こ

と
も
可
能
に
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
大
阪
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
に
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
研
究
内
容
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
す
る
。

●
Q
o
S
制
御
と
個
別
化
を
配
慮
し
た
配

送
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
研
究

W
W
W
や
ビ
デ
オ
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
、

分
散
型
仮
想
共
有
空
間
の
よ
う
な
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
世
界
中
に
分
散
配
置
さ

れ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を

共
有
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
も
の
と
し
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
品
質
は
配
信
に
使
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
帯
域
な
ど
に
大
き
く
影
響
を

受
け
る
。
一
方
、
携
帯
端
末
な
ど
の
普
及

で
利
用
者
が
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
環
境

や
利
用
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
は
多
様

化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
サ
イ
バ
ー
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
下
條
研
究
室
で
は
、
Q

o
S
制
御
を
考
慮
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

大
阪
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
で

取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ

ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
送
機
構
に
関
す
る

研
究
を
推
進
し
て
き
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、「
8
秒
た

っ
て
も
ア
ク
セ
ス
し
た
ペ
ー
ジ
が
画
面
上

に
出
て
こ
な
い
と
、
33
％
以
上
の
人
は
そ

の
ペ
ー
ジ
を
見
る
の
を
あ
き
ら
め
、
他
の

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
を
開
始
す
る
」
と
い

う
興
味
深
い
調
査
結
果
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
サ
イ
バ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
す
る
に
は
、
利
用
可
能
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
帯
域
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
、

商
品
画
像
な
ど
を
多
少
粗
い
画
像
で
も
よ

い
か
ら
即
刻
先
方
に
送
り
つ
け
た
方
が
よ

い
。
ユ
ー
ザ
は
、
粗
い
画
像
で
も
欲
し
い

品
物
と
判
明
す
れ
ば
長
い
時
間
で
も
待
つ

の
で
、
そ
の
後
時
間
を
か
け
て
詳
細
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
送
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

構
築
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
提
供
者
自
身
が
配
送
制
限
時
間
な
ど

の
配
送
ポ
リ
シ
ー
を
指
定
す
る
と
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
帯
域
や
端
末
環
境

な
ど
に
適
応
し
て
、
提
供
者
の
意
図

を
損
な
う
こ
と
な
く
コ
ン
テ
ン
ツ
の
品

質
や
内
容
を
動
的
に
変
更
す
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
実
証
実
験
に
よ
っ
て

非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
、
大
き
な
反
響
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
時
間
に
限
ら
れ

た
量
の
コ
ン
テ
ン
ツ
し
か
配
送
で
き

な
い
と
す
る
と
、
ユ
ー
ザ
の
嗜
好
に

合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
今
度
は

ユ
ー
ザ
の
サ
イ
ド
に
立
ち
、
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
明
示
的
に
獲
得

し
た
、
あ
る
い
は
利
用
履
歴
か
ら
導

出
し
た
ユ
ー
ザ
の
嗜
好
情
報
に
あ
わ
せ
て

個
別
化
を
実
現
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
配
送
技

術
を
開
発
し
た
。
こ
の
技
術
を
テ
レ
ビ
ニ

ュ
ー
ス
番
組
に
適
用
す
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
の

好
み
あ
る
い
は
ユ
ー
ザ
が
属
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
合
わ
せ
た
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
自

動
生
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

特
定
地
域
の
住
民
や
趣
味
を
同
じ
く
す
る

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
限
定

し
た
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
配
信
も
可
能
に
な

る
。
ま
た
、
料
理
番
組
で
は
、
利
用
者
の

家
族
構
成
や
食
べ
物
の
好
み
に
合
わ
せ
た

料
理
献
立
を
紹
介
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら

の
様
子
を
図
（
図
3
）
に
示
し
た
。
こ
の

料
理
献
立
の
配
送
シ
ス
テ
ム
は
、
電
子
レ

ン
ジ
な
ど
を
情
報
家
電
化
す
る
上
で
大
き

な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

●
コ
ン
テ
ン
ツ
提
示
と
空
間
（
ギ
リ
シ
ャ

哲
学
以
来
の
課
題
）

画
像
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
量
が
多
く
な
る
と

必
要
な
も
の
を
探
し
た
り
全
体
を
ざ
っ
と

な
が
め
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

「
こ
の
絵
と
関
係
の
あ
る
ビ
デ
オ
を
見
た

い
」
と
か
「
こ
の
あ
た
り
で
昔
撮
っ
た
写

真
か
ビ
デ
オ
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う

状
況
は
よ
く
あ
る
が
、
多
量
の
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
扱
う
場
合
に
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
間
の
関
係
も
考
慮
し
て
提
示

す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
ギ
リ
シ
ャ
哲

学
以
来
、
物
と
物
の
関
係
を
表
現
し
た
り

記
憶
し
た
り
す
る
た
め
に
我
々
の
周
り
の

「
空
間
」
を
有
効
に
用
い
る
こ
と
が
論
じ
ら

れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
大
学
院
工
学
研
究

科
西
尾
研
究
室
で
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
わ
か
り
や
す
く
提
示

す
る
た
め
に
、
空
間
を
利
用
す
る
技
術
を

開
発
し
て
き
た
。
現
実
の
空
間
を
撮
影
し

た
静
止
画
像
や
動
画
像
と
い
っ
た
空
間
情

報
を
も
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
っ
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
上
に
仮
想
空
間
を
構
築
し
、
そ
の

仮
想
空
間
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
置
し
て
提

示
す
る
技
術
で
あ
る
。

静
止
画
像
や
動
画
像
か
ら
仮
想
空
間
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
か
ら
空
間
情

報
を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一

般
に
抽
出
で
き
る
空
間
情
報
は
十
分
で
な

か
っ
た
り
、
正
確
で
な
か
っ
た
り
、
均
一

で
な
か
っ
た
り
と
問
題
が
多
い
。
そ
こ
で
、

少
な
い
情
報
か
ら
で
も
簡
単
か
つ
柔
軟
に

3
次
元
仮
想
空
間
を
構
築
す
る
方
法
と
し

て
、
I
B
N
R
（Im

age-B
ased

N
on-

R
endering

）
と
呼
ぶ
方
法
を
考
案
し
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

図3 ユーザの嗜好に合わせた番組配信
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例
え
ば
、
研
究
室
の
仮
想
空
間
を
つ
く

る
場
合
、
部
屋
や
廊
下
、
備
品
や
装
飾
品

な
ど
を
写
真
に
撮
り
、
そ
れ
ら
を
背
景
画

に
使
っ
て
画
面
上
に
仮
想
の
研
究
室
を
再

現
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ザ
の
分
身
と

背
景
画
を
組
み
合
わ
せ
て
3
次
元
の
仮
想

空
間
を
提
示
（
図
4
）
す
る
。

こ
の
背
景
画
が
表
現
し
て
い
る
小
さ
な

空
間
を
シ
ー
ン
と
呼
び
、
こ
の
シ
ー
ン
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
広
大
な
空
間
が

簡
単
に
構
築
で
き
る
。
構
築
し
た
仮
想
空

間
や
そ
こ
に
配
置
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

通
常
の
W
W
W
ブ
ラ
ウ
ザ
で
ア
ク
セ
ス
で

き
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
設
計
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
複
数
の
ユ
ー
ザ

が
お
互
い
の
分
身
を
見
な
が
ら
会
話
す
る

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
空

間
を
介
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
や
り
と
り
を

行
う
な
ど
、
よ
り
高
度
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
が
可
能
に
な
る
。

●
子
供
で
も
で
き
る
手
軽
な
映
像
コ
ン
テ

ン
ツ
づ
く
り

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
な

か
で
も
映
像
は
代
表
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で

あ
る
。
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
る
と
い

う
と
、
ど
う
い
う
こ
と
を
想
像
す
る
だ
ろ

う
か
。
デ
ィ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
子
供
の
運

動
会
や
海
外
旅
行
で
名
所
旧
跡
を
撮
影
し
、

パ
ソ
コ
ン
の
ビ
デ
オ
編
集
ツ
ー
ル
を
駆
使

し
て
、
見
た
い
シ
ー
ン
だ
け
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
標
題
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
が
思
い

浮
か
ぶ
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
編
集

し
た
だ
け
で
あ
り
、
映
像
を
創
造

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
映
画
で
は
現
実
に
起
こ
り

得
な
い
映
像
も
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
迫
っ
て
く
る
。
そ
ん
な
映

像
を
創
造
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
技

術
を
駆
使
し
時
間
を
か
け
な
い
と

実
現
し
な
い
。

大
学
院
工
学
研
究
科
岸
野
研
究

室
で
は
、
撮
影
し
た
映
像
そ
の
も

の
を
提
示
・
編
集
す
る
だ
け
で
な

く
、
映
画
製
作
よ
り
も
も
っ
と
手

軽
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
造
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

目
指
し
て
き
た
。
例
え
ば
、「
格
好

の
よ
い
赤
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
が
走

っ
て
い
る
シ
ー
ン
を
入
れ
た
い
」、

「
こ
の
犬
は
、
左
向
き
に
走
っ
て
い

る
が
、
本
当
は
右
向
き
に
走
っ
て

ほ
し
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
ユ
ー
ザ
の

希
望
を
、
で
き
れ
ば
身
ぶ
り
手
ぶ
り
だ
け

で
、
簡
単
に
実
現
で
き
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
映
像
と
そ
の
動

き
や
形
と
い
っ
た
特
徴
パ
ラ
メ
ー
タ
を
蓄

積
し
た
映
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
直
感

的
な
ユ
ー
ザ
の
動
作
に
応
じ
て
検
索
・
提

示
し
て
、
新
た
な
シ
ー
ン
を
生
成
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
用
い
る
と
、
一
匹
だ
け
泳
い
で
い
る
金

魚
の
映
像
を
入
力
し
、
そ
れ
に
対
し
て
利

用
者
が
図
（
図
5
）
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
す
る
だ
け
で
、
熱
帯
雨
林
地
方

の
川
の
中
で
た
く
さ
ん
の
金
魚
が
利
用
者

の
描
く
通
り
の
軌
跡
で
泳
が
せ
る
シ
ー
ン

を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、

利
用
者
の
身
ぶ
り
、
手
ぶ
り
を
認
識
し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
映
像
に
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

技
術
と
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
を
融
合
し

た
新
た
な
枠
組
み
を
提
案
し
た
も
の
で
あ

り
、
最
終
的
に
は
、
子
供
で
も
手
軽
に
映

像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
が
可
能
な
シ
ス
テ

ム
の
実
現
が
目
標
で
あ
る
。

●
大
規
模
応
用
シ
ス
テ
ム
（
バ
ー
チ
ャ
ル

適
塾
・
懐
徳
堂
）

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
見
映
え

の
よ
い
精
細
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
こ
と

で
は
な
く
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
処
理
・
利
用

技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
5
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
開
発
の
成

果
を
何
か
大
規
模
な
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
形
に
し
た
い
」
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
阪
大
の
源
流
と
言
わ
れ
る
「
適

塾
」「
懐
徳
堂
」
を
素
材
に
し
た
映
像
お
よ

び
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
コ
ン
テ
ン
ツ

「
バ
ー
チ
ャ
ル
適
塾
・
懐
徳
堂
」
を
大
阪
大

学
創
立
70
周
年
記
念
事
業
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
テ
ン
ツ
実
行
委
員
会
、
凸
版
印

刷
株
式
会
社
と
共
同
作
成
し
た
。
そ
の
作

品
を
、
平
成
13
年
5
月
5
、
6
日
大
阪
市

北
区
の
大
阪
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
た
大

阪
大
学
創
立
70
周
年
記
念
事
業
の
式
典
に

展
示
し
、
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
好
評
を
博

し
、
N
H
K
の
テ
レ
ビ
番
組
や
数
社
の
新

聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の

「
バ
ー
チ
ャ
ル
適
塾
・
懐
徳
堂
」
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
本
阪
大
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
で

も
数
度
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
は
紹
介
を
省
く
。

図5 インタラクションによるコンテンツ生成

図4 IBNRによる空間提示
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生
み
出
す
の
が
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

研
究
テ
ー
マ
。

●
従
来
の
欠
点
を
ほ
ぼ
克
服

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
が
終
盤
に
差
し
掛
か

り
、
数
年
の
間
に
遺
伝
子
治
療
が
医
療
現

場
で
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

遺
伝
子
治
療
は
、
欠
損
し
た
特
定
の
遺

伝
子
を
別
の
遺
伝
子
に
置
き
換
え
た
り
、

補
充
す
る
こ
と
だ
が
、
細
胞
・
組
織
内
に

効
率
よ
く
入
れ
る
こ
と
は
困
難
。
卑
近
な

例
で
は
食
べ
物
。
D
N
A
が
含
ま
れ
て
い

る
が
体
内
で
分
解
さ
れ
て
細
胞
に
は
入
っ

て
い
か
な
い
。
点
滴
注
射
も
血
液
の
中
で

免
疫
シ
ス
テ
ム
が
働
い
て
分
解
さ
れ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
着
目
し
た
の
が
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
性
。
ウ
イ
ル
ス
粒
子
の
中
に
目

的
の
D
N
A
を
組
み
込
み
、
細
胞
・
組
織

に
導
入
す
る
方
法
。
現
在
、
行
わ
れ
て
い

る
遺
伝
子
治
療
の
実
験
は
大
半
が
こ
の
方

JOINT BUSINESS
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こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
研
究
者
個
人

が
取
得
し
て
い
る
基
本
特
許
を
実
用
化
す

る
た
め
、
文
部
科
学
省
の
特
殊
法
人
で
あ

る
科
学
技
術
振
興
財
団
が
研
究
費
を
援
助

し
て
共
同
研
究
す
る
権
利
化
試
験
事
業

（
R
F
P
）。
谷
澤
教
授
、
黒
田
助
教
授
の

研
究
に
は
神
戸
大
学
工
学
部
応
用
化
学

科
、
岡
山
大
学
工
学
部
生
物
機
能
工
学

科
、
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
外
科
学
教
室

の
研
究
者
も
加
わ
っ
て
い
る
。

谷
澤
・
黒
田
チ
ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で
遺

伝
子
、
薬
剤
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
生
理
活

性
物
質
を
細
胞
・
組
織
内
に
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
効
率
よ
く
導
入
す
る
た
め
に
、
生
体

認
識
分
子
を
提
示
す
る
ウ
イ
ル
ス
由
来
の

中
空
ナ
ノ
粒
子
を
大
量
に
つ
く
り
、
そ
れ

を
ベ
ク
タ
ー
（
物
質
運
搬
体
）
と
し
て
用

い
て
細
胞
へ
導
入
す
る
方
法
を
開
発
、
2

0
0
1
年
2
月
に
国
際
特
許
出
願
を
行
っ

た
。
こ
の
基
本
特
許
を
核
と
し
て
実
用
化

す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
の
周
辺
特
許
を

遺
伝
子
、
薬
剤
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
、
高

効
率
で
細
胞
・
組
織
内
に
導
入
す
る
技
術

を
産
業
科
学
研
究
所
の
谷
澤
克
行
教
授
と

黒
田
俊
一
助
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
開

発
、
そ
れ
を
実
用
化
す
る
た
め
の
基
礎
研

究
に
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
遺
伝
子
治
療
や
オ
ー
ダ
ー
メ

ー
ド
治
療
、
薬
物
伝
達
シ
ス
テ
ム
・
D
D

S
（
ド
ラ
ッ
グ
・
デ
リ
バ
リ
ー
・
シ
ス
テ

ム
）
な
ど
、
21
世
紀
の
最
先
端
医
療
へ
の

応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

中空ナノ粒子による送達システム

遺伝子、薬剤のピンポイ
ント導入法の実用化へ

'産業科学研究所
教授 ─────────谷澤克行 ― Katsuyuki Tanizawa

●E-mail : tanizawa@sanken.osaka-u.ac.jp

助教授 ────────黒田俊一 ― Shun'ichi Kuroda

●E-mail : skuroda@sanken.osaka-u.ac.jp

法
で
、
ウ
イ
ル
ス
粒
子
に
は
風
邪
の
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
が
最
も
多

く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
二
つ
の
欠
陥
が
あ

っ
た
。

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
粒
子
は
、
感
染
機
構

を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
の
で
接
触
し
た
ど

の
細
胞
・
組
織
に
も
入
り
込
ん
で
し
ま

う
。
目
的
外
の
と
こ
ろ
に
も
D
N
A
が
導

入
さ
れ
る
た
め
、
副
作
用
の
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
の
遺
伝
子
治
療
の
対
象

者
は
ど
う
し
て
も
末
期
患
者
が
中
心
で
、

健
常
者
に
も
Q
O
L(Q

uality
ofLife)

を

改
善
す
る
た
め
に
適
用
で
き
る
遺
伝
子
治

療
技
術
の
確
立
が
急
が
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
感
染
力
が
強
く
、
空
気

感
染
す
る
の
で
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
粒
子
を

生
産
す
る
設
備
を
つ
く
る
の
は
容
易
で
は

な
い
。
生
産
に
も
時
間
が
か
か
り
、
実
用

化
に
必
要
な
大
量
生
産
に
不
向
き
で
医
療

面
へ
の
応
用
は
困
難
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
米
国
の
大
学
の
研
究
室
で
昨

年
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
た
実
験
で

死
亡
例
が
明
ら
か
に
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
。

ま
た
、
最
近
発
行
の
英
国
の
科
学
雑
誌
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
に
、
遺
伝
子
治
療
に
有
望
と

さ
れ
て
い
た
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
の
仲
間
で

あ
る
ウ
イ
ル
ス
（
A
A
V
）
が
肝
臓
が
ん

を
誘
発
す
る
可
能
性
が
高
い
、
と
す
る
記

事
が
掲
載
さ
れ
、
こ
の
タ
イ
プ
の
ウ
イ
ル

ス
に
は
黄
信
号
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

谷
澤
教
授
、
黒
田
助
教
授
ら
が
開
発
し

た
中
空
ナ
ノ
粒
子
に
よ
る
送
達
シ
ス
テ
ム

は
、
こ
れ
ら
の
欠
点
を
ほ
ぼ
克
服
し
た
も

データの分析を行う黒田助教授（手前）と谷澤教授（後方）
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の
で
、
こ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
基
本
特
許
で
あ
る
。

●
肝
臓
に
だ
け
に
送
達
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
　

こ
れ
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
表
面
に
特
異
的

な
分
子
を
融
合
さ
せ
て
特
定
の
細
胞
・
組

織
、
例
え
ば
、
が
ん
細
胞
に
し
か
認
識
し

な
い
ウ
イ
ル
ス
粒
子
を
つ
く
る
。
そ
の
ウ

イ
ル
ス
粒
子
を
が
ん
細
胞
に
感
染
さ
せ
て

患
部
の
み
を
た
た
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

静
脈
注
射
で
も
目
的
の
細
胞
・
組
織
に
ウ

イ
ル
ス
粒
子
を
送
り
込
ん
で
遺
伝
子
治
療

が
可
能
と
い
う
発
想
。

こ
の
仮
定
に
立
っ
て
、
B
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
（
H
B
V
）
を
利
用
し
た
ウ
イ
ル
ス

粒
子
を
つ
く
り
、
が
ん
化
し
た
肝
臓
に
送

達
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
ウ
イ
ル

ス
粒
子
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
内
部
に
あ
る
副

作
用
の
危
険
の
あ
る
ウ
イ
ル
ス
ゲ
ノ
ム

（
D
N
A
）
を
完
全
に
取
り
除
い
て
い
る
。

こ
れ
が
中
空
ナ
ノ
粒
子
の
特
徴
的
な
構
造

で
、
平
均
直
径
5
0
0
ナ
ノ（
1
ナ
ノ
は
10
億

分
の
1
）。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、こ
れ
を
使
っ

た
動
物
実
験
で
肝
臓
に
だ
け
感
染
し
て
遺

伝
子
を
導
入
で
き
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。

ヒ
ト
の
肝
臓
が
ん
細
胞
を
移
植
し
た
ヌ

ー
ド
マ
ウ
ス
に
、
緑
色
に
光
る
タ
ン
パ
ク

質
の
D
N
A
を
封
入
し
た
中
空
ナ
ノ
粒
子

を
静
脈
に
注
射
す
る
と
、
肝
臓
が
ん
の
細

胞
だ
け
が
緑
色
の
蛍
光
を
発
し
た
。
大
腸

が
ん
で
同
じ
実
験
を
し
た
と
こ
ろ
変
化
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
目
的
外
の
細

胞
・
組
織
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

中
空
ナ
ノ
粒
子
は
、
酒
造
に
使
う
酵
母
細

胞
で
極
め
て
大
量
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
製
造
上
の
安
全
性
が
極
め
て
高

い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
は

か
れ
る
の
で
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
る
可

能
性
も
出
て
き
た
。

中
空
ナ
ノ
粒
子
の
も
う
一
つ
の
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
遺
伝
子
治
療
の

ほ
か
ド
ラ
ッ
グ
（
薬
剤
）
や
タ
ン
パ

ク
質
を
粒
子
に
封
入
す
れ
ば
、
新
し

い
D
D
S
に
な
る
。
例
え
ば
、
効
果

は
高
い
が
副
作
用
の
強
い
既
存
の
医

薬
品
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、
イ
ン

タ
ー
ロ
イ
キ
ン
、
抗
が
ん
剤
な
ど
）

の
患
部
へ
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
投
与
が

可
能
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
医
療
技
術
で
、
し
か
も
、

適
用
で
き
る
疾
患
の
範
囲
が
広
い
こ

と
か
ら
、
新
し
い
治
療
へ
の
道
が
開

け
る
。

黒
田
助
教
授
は
「
注
射
に
よ
る
抗

が
ん
剤
の
投
与
は
、
基
本
的
に
全
身
に
対

し
て
な
の
で
、
が
ん
組
織
以
外
に
全
身
で

副
作
用
が
出
る
が
、
中
空
ナ
ノ
粒
子
に
抗

が
ん
剤
を
詰
め
込
ん
で
D
D
S
が
可
能
で

あ
れ
ば
静
脈
注
射
で
簡
単
に
抗
が
ん

剤
治
療
が
で
き
る
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
あ
れ
ば
、
副
作
用
も
少
な
い
の
で,

高
濃
度
の
抗
が
ん
剤
を
投
与
す
る
こ

と
が
可
能
」
と
話
す
。

●
肝
臓
以
外
の
他
の
臓
器
に
も
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
導
入
を
目
指
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ
ー
ン

テ
ー
マ
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
肝

臓
が
ん
以
外
の
臓
器
、
腎
臓
や
肺
な

ど
に
も
応
用
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
細

胞
・
組
織
内
に
遺
伝
子
や
薬
剤
を

投
与
、
治
療
面
へ
可
能
性
を
探
る
こ

と
で
あ
る
。

黒
田
助
教
授
は
「
わ
れ
わ
れ
の
研

究
は
実
用
化
へ
の
道
筋
を
つ
く
る
た

め
の
基
礎
研
究
」
と
話
し
、
ア
イ
デ

ア
を
い
か
に
実
用
化
さ
せ
る
か
の
段
階
。

食
道
が
ん
に
特
異
的
に
感
染
す
る
中
空
ナ

ノ
粒
子
の
作
製
や
細
胞
・
組
織
へ
の
導
入

方
法
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
る
。

酵
母
細
胞
で
つ
く
れ
る
中
空
ナ
ノ
粒
子

は
限
界
が
あ
り
、
昆
虫
の
細
胞
も
使
っ
て

の
実
験
も
行
っ
て
お
り
、
実
用
化
へ
の
具

体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
ま
ず
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
肝
臓

が
ん
治
療
へ
の
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
る
こ
と
。
ま
た
、
血
友
病
患
者
に
対

す
る
遺
伝
子
の
補
充
療
法
や
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
、
肝
硬
変
な
ど
の
肝
臓
疾
患
治
療
の

た
め
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
遺
伝
子
導
入

や
薬
剤
の
D
D
S
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど

に
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
用

化
の
た
め
に
海
外
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

及
び
製
薬
会
社
と
の
提
携
も
進
め
て
い
る
。
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大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
に

社
会
人
入
学
し
、
博
士
後
期
課
程
を
単
位

修
得
退
学
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
ん
な

動
機
で
。「
10
年
前
、
35
歳
の
時
で
し
た
。

羽
曳
野
市
の
文
化
財
保
護
に
長
年
携
わ

り
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
史

跡
調
査
を
手
掛
け
る
な
ど
仕
事
に
は
恵
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
言
葉
で
は
言

い
表
せ
な
い
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
、

悶
々
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
知

的
欲
求
と
い
う
か
、
大
学
院
に
行
け
な
か

っ
た
大
学
の
頃
の
思
い
が
、
そ
の
歳
に
な

っ
て
ま
た
、
募
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

中
途
半
端
で
終
わ
る
よ
り
、
挑
戦
を
と
思

い
立
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
1
9
9
2

年
、
こ
の
年
は
私
の
転
機
の
年
に
な
り
ま

し
た
」

専
門
分
野
の
文
化
財
・
考
古
学
で
な

く
、
縁
の
な
い
言
語
学
を
な
ぜ
。「
当
時
、

社
会
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
文
科
学

系
の
大
学
院
は
関
西
に
は
少
な
く
、
そ
の

中
で
阪
大
の
言
語
文
化
研
究
科
に
強
く
惹

き
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
う
は
い
っ

て
も
、
初
め
て
の
分
野
。
言
語
学
の
本
を

開
い
て
も
基
本
的
な
語
彙
か
ら
し
て
理
解

で
き
な
い
ほ
ど
で
、
論
述
試
験
ま
で
の
3

カ
月
間
は
必
死
で
し
た
。
本
当
に
、
よ
く

通
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
」

大
学
院
で
一
番
得
ら
れ
た
も
の
は
。「
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
一
番
と
言
わ
れ
る
と
難

し
い
が
、
物
の
見
方
、
考
え
方
が
変
わ
り

ま
し
た
。
物
を
見
る
目
が
養
わ
れ
、
幅
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
感
じ
な
か
っ
た

も
の
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
ね
。
研
究
テ
ー
マ
は
文
字
の
型
式
学

で
、
考
古
学
と
交
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
が
、
考
古
学
と
い
う
一
つ
の
学
問
領
域

の
枠
を
超
え
て
文
化
と
い
う
大
き
な
く
く

り
で
学
ぶ
必
要
性
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
は
人
間
の
営
み
で
す
か
ら
、
単
な
る

語
学
で
な
く
、
文
化
と
名
前
が
つ
く
も
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
教
材
に
学
べ
る
の
が

阪
大
の
言
語
文
化
研
究
科
の
特
徴
で
あ

り
、
魅
力
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
国
の
生
活

習
慣
や
伝
統
芸
能
な
ど
を
研
究
さ
れ
て
い

る
先
生
方
や
い
ろ
ん
な
国
の
留
学
生
た
ち

と
も
交
わ
る
こ
と
が
出
来
て
大
き
な
収
穫

で
し
た
。
縁
の
な
か
っ
た
言
語
学
を
学
べ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
、
と
つ
く
づ
く
思
っ

て
い
ま
す
。
有
り
難
い
こ
と
に
、
学
位
を

と
る
た
め
の
指
導
を
今
も
受
け
て
い
ま
す
。

学
費
も
払
わ
な
い
の
に
。
そ
れ
が
阪
大
の

懐
の
深
さ
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
」

社
会
人
入
学
の
際
の
専
攻
と
同
様
、
文

化
財
か
ら
生
涯
学
習
へ
の
転
身
は
畑
違
い

の
感
じ
が
し
ま
す
。「
実
は
、
私
が
市
民
大

学
を
提
案
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
、
阪

大
で
5
年
間
学
ん
だ
お
陰
で
す
。
遺
跡
を

対
象
と
す
る
考
古
学
を
文
化
財
と
い
う
視

点
で
と
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
、
文
化
財
は
文
化
行
為
の
結
果
、

生
ま
れ
た
も
の
な
の
に
、
こ
れ
ら
の
遺
産

を
消
費
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
そ
う
で
な
く
、

文
化
財
を
素
材
に
学
習
し
、
新
し
い
文
化

を
醸
成
さ
せ
、
ひ
と
に
戻
す
こ
と
が
必
要
。

な
ぜ
な
ら
、
遺
跡
や
文
化
財
を
つ
く
っ
た

の
は
、ひ
と（
市
民
）だ
か
ら
、
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、〝
市
民
大
学
を
や
り
た
い
〞と

市
長
に
進
言
し
ま
し
た
。
市
長
に
は〝
考
古

学
を
捨
て
て
も
え
え
ん
か
〞と
念
を
押
さ

れ
ま
し
た
が
…
。
こ
れ
か
ら
も
考
古
学
を

続
け
て
い
き
ま
す
が
、
若
い
人
を
育
て
な

く
て
は
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
今
は
、

こ
の
市
民
大
学
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い

で
す
」

ど
ん
な
市
民
大
学
で
す
か
。「
特
徴
の
一

つ
は
、
地
元
の
大
学
の
協
力
を
得
た
、
い

わ
ば
、
官
学
連
携
の
市
民
大
学
で
す
。
大

学
が
編
成
し
た
一
般
教
養
や
専
門
教
養
の

講
座
と
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
〝
は

び
き
の
学
〞、
市
民
生
活
に
役
立
つ〝
生
活

学
〞、文
化
の
育
成
を
目
指
す
〝
文
化
学
〞

な
ど
と
欲
張
っ
て
い
ま
す
。
銀
行
の
方
を

講
師
に
お
願
い
し
て
世
界
の
金
融
事
情
か

ら
身
近
な
金
融
相
談
の
話
を
聞
く
事
も
あ

り
ま
す
。
受
講
生
に
は
受
講
カ
ー
ド
に
講

義
の
都
度
、
感
想
、
意
見
、
要
望
を
書
い

て
も
ら
い
、
講
師
は
そ
れ
を
次
の
講
義
に

生
か
し
て
い
く
双
方
向
の
や
り
方
で
す
。

机
上
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
造
り
酒
屋
を

見
学
し
た
り
、
史
跡
を
訪
ね
た
り
、
現
場

に
も
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
生
涯
学
習
は

文
化
活
動
と
い
え
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
画
一
的
な
学
習
か
ら
社
会
や
現
状
に
適

応
し
た
も
の
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
個
性
・
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
な
ど
へ
変
化
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の

個
性
を
ど
う
生
か
す
か
で
し
ょ
う
が
、
イ

ン
プ
ッ
ト
（
学
習
）
だ
け
で
な
く
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
（
表
現
）
し
、
エ
ク
ス
チ
ェ
ン

ジ
（
交
流
）
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
新

し
い
文
化
・
ひ
と
・
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

け
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
」

阪
大
に
対
す
る
注
文
が
あ
れ
ば
、
一
言
。

「
一
つ
だ
け
提
言
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
市
北

区
に
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い
る
中
之
島
セ

ン
タ
ー
で
す
が
、
市
民
が
自
由
に
出
入
り

で
き
て
、
大
学
と
市
民
、
大
学
と
産
・
官

を
つ
な
ぐ
窓
口
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
知
的

な
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、
今
か
ら
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
」
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生
涯
学
習
の
場
と
し
て
今
年
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
羽
曳

野
市
立
生
活
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー（
L
I
C
は
び
き
の
）に
開

設
し
た「
は
び
き
の
市
民
大
学
」の
運
営
に
情
熱
を
燃
や
す
笠

井
敏
光
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
文
化
の
復
元

だ
け
で
な
く
、
文
化
的
ス
ト
ッ
ク
に
新
し
い
価
値
を
付
加
し

て
市
民
に
還
元
す
る
こ
と
で
す
」「
I
T
を
デ
ジ
タ
ル
と
す
る

と
文
化
は
ア
ナ
ロ
グ
。
文
化
的
蓄
積
こ
そ
が
ポ
ス
ト
I
T
」。

生
涯
学
習
は
文
化
活
動
、
と
い
う
新
た
な
視
点
で
、
羽
曳
野

の
文
化
・
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
口
調
に
は
熱
が
こ
も
る
。

●笠井敏光（かさい・としみつ）氏
1956年、大阪府生まれ。78年に龍谷大学文学部
史学科卒業。京都府・大阪府教育委員会文化財保護
課を経て79年に羽曳野市教育委員会。以来20年
間、文化財保護行政に携わり、現在、市民大学課主
幹として今年4月開校の「はびきの市民大学」の運
営にあたる。97年3月、大阪大学大学院言語文化
研究科博士後期課程単位修得退学。日本考古学協会、
日本文化財科学会、言語文化学会などの会員。昨年、
日本情報考古学会論文賞を受賞。

ま
ち
づ
く
り
は
、
文
化
的
ス
ト
ッ
ク
に

新
し
い
価
値
を
付
加
し
て
市
民
に
還
元
す
る
こ
と

'
O
B
訪
問

●

羽
曳
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
部
市
民
大
学
課
主
幹

笠
井
敏
光
│
│
│
│T

o
sh

im
itsu

K
a

sa
i
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健康 

昭
和
56
年
以
来
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
第
一
は
「
が
ん
」
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

頻
度
の
高
い
も
の
は
、
男
性
で
は
、
肺
が

ん
、
胃
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

女
性
で
は
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が

ん
、
肝
臓
が
ん
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
数

年
前
ま
で
は
男
性
で
も
、
胃
が
ん
が
第
一

位
を
占
め
て
い
た
が
、
昭
和
40
年
代
よ
り

徐
々
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
食
生
活

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
様
式
の
変
化
あ
る

い
は
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
早
期
胃
が

ん
の
発
見
・
治
療
な
ど
が
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成
10
年
の

人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
男
女
合
わ
す
と

年
間
5
万
人
を
超
す
人
が
胃
が
ん
で
亡
く
な

っ
て
お
り
、ま
だ
ま
だ
重
要
な
疾
患
の
一
つ

で
あ
る
。

家
族
性
に
発
生
す
る
胃
が
ん
家
系
の
研

究
か
ら
、
最
近
、
胃
が
ん
の
原
因
遺
伝
子

が
報
告
さ
れ
た
が
、
日
本
で
散
発
す
る
胃

が
ん
で
は
こ
の
遺
伝
子
の
異
常
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
が
我
が
国
で
通
常
見

ら
れ
る
胃
が
ん
の
原
因
と
し
て
関
与
し
て

い
る
可
能
性
は
低
い
。
一
般
的
に
、
が
ん

の
原
因
と
し
て
食
物
、
環
境
、
感
染
症
な

ど
種
々
の
因
子
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

胃
が
ん
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
て
い
る
も

の
に
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
あ
る
。
胃
粘
膜
に

感
染
す
る
菌
で
、
日
本
人
は
非
常
に
高
率

に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

最
近
、
胃
が
ん
発
生
と
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
平
成
12
年
に
は
ピ

ロ
リ
菌
の
除
菌
が
治
療
法
と
し
て
保
険
適

応
と
な
り
、
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
胃
が
ん
発
生
率
の

動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

さ
て
、
現
時
点
に
お
け
る
胃
が
ん
の
根

治
療
法
は
外
科
切
除
で
あ
る
。
図
に
阪
大

病
院
に
お
け
る
治
癒
切
除
症
例
の
ス
テ
ー

ジ
別
の
生
存
曲
線
を
示
す
。
図
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
早
期
の
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
の
生

存
率
は
非
常
に
良
好
で
、
5
年
生
存
率

92.4
％
と
、
ま
ず
満
足
で
き
る
成
績
で
あ
る
。

更
に
、
手
術
施
行
症
例
中
で
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ

症
例
の
占
め
る
割
合
は
70.5
％
と
な
っ
て
お

り
、
早
期
に
発
見
さ
れ
る
胃
が
ん
症
例
が

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ

て
、
胃
が
ん
に
関
し
て
は
、
日
頃
よ
り
定

期
的
に
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
に
努
め
、

も
し
運
悪
く
胃
が
ん
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、

し
か
る
べ
き
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

ほ
ぼ
治
癒
可
能
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

そ
こ
で
、
今
の
医
療
現
場
で
は
二
つ
の

方
向
へ
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
一
つ
は

治
療
成
績
の
上
が
っ
て
い
な
い
進
行
が
ん

の
治
療
法
の
開
発
と
、
一
つ
は
治
せ
る
早

期
が
ん
に
対
し
て
よ
り
小
さ
い
手
術
で
治

療
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ
る
。
前
者
に

つ
い
て
阪
大
で
は
、
進
行
胃
が
ん
の
術
後

の
再
発
部
位
を
検
討
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど

が
腹
膜
再
発
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お

り
、
そ
の
治
療
の
た
め
外
科
手
術

前
に
腹
腔
内
の
化
学
療
法
を
行
い

そ
の
後
手
術
を
実
施
す
る
方
式
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い

て
は
、
粘
膜
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

い
わ
ゆ
る
粘
膜
が
ん
に
対
し
て
、
内

視
鏡
的
に
粘
膜
を
切
除
す
る
方
法

（
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
）
が
開
発
さ

れ
一
般
化
し
て
い
る
。
小
さ
く
、
潰

瘍
を
伴
わ
ず
、
そ
し
て
分
化
型
の

が
ん
に
対
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
次
に
、
こ
の
範
疇
を
わ
ず
か

に
越
え
た
よ
う
な
症
例
に
開
腹
手

術
を
行
う
こ
と
は
過
大
手
術
で
は
な
い
か

と
の
考
え
よ
り
、
胆
嚢
摘
出
術
に
始
ま
っ

た
腹
腔
鏡
下
手
術
を
行
う
施
設
が
増
え
て

き
て
い
る
。
阪
大
で
は
胃
が
ん
手
術
の
す

べ
て
の
操
作
を
腹
腔
鏡
下
に
行
う
方
法
を

他
施
設
に
先
ん
じ
て
開
発
し
、
好
成
績
を

得
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
胃
が
ん
一
つ
を
と
っ
て
も

治
療
方
法
が
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
よ
う

に
な
り
、
今
何
が
標
準
術
式
で
、
何
が
研

究
段
階
の
術
式
か
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

説
明
を
受
け
る
患
者
と
し
て
も
自
分
が
受

け
る
べ
き
術
式
を
決
め
に
く
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
本
胃
癌
学
会
は
本

年
３
月
、
胃
が
ん
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
医
師
用
）を
発
行
し
、
近
い
う
ち
に
一
般
用

（
表
）も
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
治

療
方
針
の
標
準
化
、
並
び
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
に
意
義
あ
る
も
の
が
作
成
さ

れ
た
と
思
う
。
患
者
の
自
己
決
定
権
の
行
使

に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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NO
（リンパ節転移がない） 

N1
（胃に接したリンパ
節に転移がある） 

N2
（胃を覆う血管に沿っ
たリンパ節に転移があ

N3
（さらに遠くのリン
パ節に転移がある） 

ⅠA
分化型で2㎝以下
なら内視鏡で粘膜
切除、それ以外は縮
小した胃切除術（リ
ンパ節郭清一部省
略、神経、胃の出口、
大網など残す） 

T1, M
（胃の粘膜に限局、
特に粘膜の表面） 

ⅠA
縮小した胃切除術（リ
ンパ節郭清一部省
略、神経、胃の出口、
大網など残す） 

T1, SM
（胃の粘膜に限局、
粘膜の深くまで） 

ⅠB
2㎝以下なら、縮小
した胃切除術（リン
パ節郭清一部省略、
神経、胃の出口、大
網など残す） 
それ以外は普通の
胃切除術 

Ⅱ 
普通の胃切除術 

Ⅳ 
拡大手術 
減量療法（できるだ
けがんを減らす） 
姑息療法（がんによ
る症状を改善する
手術） 
化学療法 
放射線療法 
緩和医療 

ⅠB
普通の胃切除術 

T2
（胃の表面にがん
が出ていない、主に
胃の筋層まで） 

Ⅱ 
普通の胃切除術 

ⅢA
普通の胃切除術 

Ⅱ 
普通の胃切除術 

T3
（筋層を越えて胃
の表面に出ている） 

ⅢA
普通の胃切除術 

ⅢB
普通の胃切除術、ある
いは拡大手術（さらに
広い範囲リンパ節や
胃以外の臓器を切除） 

ⅢA
拡大手術（胃以外
の臓器も切除） 

T4
（胃の表面に出た
上に、他の臓器にも
がんが続いている） 

Ⅳ 肝、肺、腹膜など遠
くに転移している 

ⅢB
拡大手術（さらに広
い範囲のリンパ節や
胃以外の臓器を切除） 

Ⅳ 

表 胃がん治療ガイドライン（一般用）による治療方針

胃がん治癒切除例総合ステージ別生存率
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米
東
部
時
間
で
本
年
9
月
11
日
朝
、
複

数
機
の
民
間
航
空
機
を
乗
っ
取
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
や
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外

の
国
防
総
省
に
突
っ
込
む
と
い
う
衝
撃
的

な
事
件
が
発
生
し
た
。
超
大
国
・
米
国
の

本
土
に
対
す
る
外
部
勢
力
の
攻
撃
な
ど
、

想
定
さ
れ
は
し
て
も
実
際
に
は
あ
り
え
な

い
と
考
え
る
「
米
本
土
の
不
可
侵
性
」
神

話
が
脆
く
も
潰
え
去
っ
た
瞬
間
は
、
テ
レ

ビ
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
送
ら
れ
て
く
る
現

場
の
映
像
に
く
ぎ
付
け
と
な
っ
た
わ
れ
わ

れ
の
記
憶
に
鮮
烈
に
刻
み
込
ま
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

事
実
、
こ
の
日
を
境
に
、
国
際
政
治
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
や
国
際
社
会
の
関
心
は
一

変
し
た
。
た
し
か
に
今
回
の
事
件
は
、
明

ら
か
に
米
国
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
も
の
だ

っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ

を
「
米
同
時
多
発
テ
ロ
」
と
呼
び
、
米
国

内
で
も"Attackson

Am
erica

（
ア
メ
リ
カ

へ
の
攻
撃
）"

な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
た
と
え
事
件
の
発
端
が
米
国
に
対

す
る
憎
悪
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
直

接
、
間
接
の
被
害
は
す
で
に
米
国
を
は
る

か
に
超
え
、
世
界
全
体
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
テ
ロ
事
件
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
9
・
11
テ
ロ
事
件
」
を
受
け
て
、

わ
が
国
は
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
対

し
、
可
能
な
限
り
の
協
力
を
行
う
」（
小
泉

首
相
）
と
し
て
緊
急
対
応
措
置
を
講
じ
た

が
、
な
か
で
も
も
っ
と
も
論
議
を
呼
ん
だ

の
は
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
案
、
自
衛
隊

法
改
正
案
、
海
上
保
安
庁
法
改
正
案
の
3

法
案
の
早
期
成
立
に
向
け
た
国
会
で
の
動

き
だ
っ
た
。
特
措
法
は
、
テ
ロ
首
謀
者
と

さ
れ
る
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
と
同

氏
を
か
く
ま
う
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ

バ
ン
政
権
に
対
し
て
米
国
等
に
よ
る
軍
事

行
動
が
見
込
ま
れ
、
10
月
8
日
に
は
実
際

に
米
英
軍
の
作
戦
が
開
始
さ
れ
る
な
か
、

自
衛
隊
が
医
療
、
輸
送
・
補
給
な
ど
の
協

力
支
援
や
、
捜
索
救
助
、
被
災
民
救
援
な

ど
後
方
支
援
活
動
を
行
う
体
制
を
整
え
る

も
の
だ
。
法
案
で
は
、
相
手
国
の
同
意
を
前

提
に
す
る
と
は
い
え
、イ
ン
ド
洋
や
パ
キ
ス

タ
ン
な
ど「
外
国
の
領
域
」へ
の
自
衛
隊
の
展

開
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
活
発

な
論
戦
が
国
会
内
外
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
審
議
は
、
安
全
保

障
政
策
で
与
野
党
間
の
立
場
が
決
定
的
に

隔
て
ら
れ
て
い
た
過
去
と
は
明
ら
か
に
一

線
を
画
す
も
の
で
、
あ
る
程
度
「
共
通
の

土
俵
」
の
う
え
で
「
各
論
」
を
め
ぐ
る
政
策

論
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
『
朝
日
新
聞
』

記
事
（
10
月
19
日
付
「
安
保
論
争
『
各
論
』

の
時
代
」）
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
。

筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
戦
後
の
安
保
論

議
は
、
憲
法
解
釈
や
改
憲
の
是
非
論
を
伴

い
な
が
ら
も
、
突
き
つ
め
る
と
次
の
2
点

が
常
に
問
題
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

第
1
は
、「
巻
き
込
ま
れ
論
」
で
あ
り
、
第

2
は
、「
武
力
行
使
と
の
一
体
化
論
」
で
あ

る
。
前
者
は
、
冷
戦
時
代
で
あ
れ
ば
、
日

本
が
米
国
と
同
盟
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ

と
に
よ
り
、
望
ま
ぬ
戦
争
に
否
応
な
し
に

巻
き
込
ま
れ
る
と
す
る
議
論
で
あ
り
、
今

日
の
テ
ロ
問
題
で
は
、
対
米
支
援
を
行
う

こ
と
で
日
本
も
テ
ロ
の
標
的
に
さ
れ
る
と

い
う
懸
念
を
反
映
す
る
。
後
者
の
論
者
は
、

集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
観
念
論
的
な
議

論
と
も
結
び
つ
き
、
自
衛
隊
が
や
が
て
は

憲
法
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
武
力
行
使
に
手

を
染
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
と
憂
慮

す
る
。
背
景
に
あ
る
の
は
、
武
力
行
使
と

い
う
手
段
（
あ
る
い
は
軍
事
力
そ
の
も
の
）

に
対
す
る
根
強
い
抵
抗
感
だ
。

「
9
・
11
テ
ロ
事
件
」
が
わ
れ
わ
れ
に
突

き
つ
け
た
問
題
も
こ
れ
ら
2
点
と
無
縁
で

は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
論
で
は
見
落
と

さ
れ
が
ち
な
「
現
実
」
に
つ
い
て
も
ま
た
直

視
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、「
巻
き
込
ま

れ
る
」
と
言
う
が
、
日
本
は
、
米
国
の
同

盟
国
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
文
明
社

会
の
一
員
で
あ
る
限
り
、
狂
信
的
な
テ
ロ

の
被
害
を
受
け
る
立
場
に
あ
り
、
す
で
に

多
大
な
人
的
、
経
済
的
犠
牲
を
被
っ
て
い

る
。
テ
ロ
の
防
止
と
根
絶
に
向
け
、
単
な

る
対
米
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
が
国
の

主
体
的
な
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。
加
え
て
、「
武
力
行
使
」

に
関
し
て
は
、
特
措
法
が
明
記
し
、
首
相

が
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
日

本
が
直
接
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
が
、
そ
れ
で
も
、
わ
が
国
と
し
て
支
援
す

べ
き
「
正
し
い
武
力
行
使
」
が
あ
り
う
る

こ
と
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
本
年

8
月
25
日
付
『
朝
日
新
聞
』
掲
載
「
私
の

視
点
」
の
拙
稿
参
照
）。

も
と
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
自
衛
隊
の

派
遣
だ
け
で
な
く
、
当
面
の
テ
ロ
対
策
か

ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
和
平
・
復
興
支
援

ま
で
、
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
。「
9
・
11
」
と
い
う
日
、
テ

ロ
の
強
烈
な
破
壊
力
を
知
っ
た
わ
れ
わ
れ

に
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
国
際
社
会

で
連
帯
し
、
テ
ロ
の
脅
威
に
屈
せ
ず
、
こ

れ
に
立
ち
向
か
う
強
い
決
意
を
も
て
る
か

ど
う
か
な
の
で
あ
る
。

「
9
・
11
テ
ロ
事
件
」

と
日
本

大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
助
教
授

星
野
俊
也
―
―
―T

o
sh

iya
H

o
sh

in
o

E
-m

a
il

:h
o
sh

in
o
@

o
sip

p
.o

sa
k
a

-u
.a

c.jp

与党3党などの起立多数でテロ対策
支援法案を可決した衆院本会議
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■
豊
島
久
眞
男
名
誉
教
授
が
平
成
13
年
度
文
化
勲

章
を
受
章

豊
島
久
眞
男
名
誉
教
授
が
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
豊
島
名
誉
教
授
は
、
1
9
6
9
年
に
、ウ

イ
ル
ス
が
ん
遺
伝
子
の
存
在
を
世
界
で
初
め
て
証
明

し
、そ
の
後
も
次
々
に
が
ん
遺
伝
子
を
明
ら
か
に
す

る
な
ど
、が
ん
研
究
に
多
大
な
貢
献
を
し
、治
療
面

に
お
い
て
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、こ
れ
ら
の
が
ん
遺
伝
子
に
関
す
る

研
究
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
長
田
重
一
教
授（
大
学
院
医
学
系
研
究
科
）が
平

成
13
年
度
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
る

長
田
重
一
教
授
が
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

長
田
教
授
は
、不
要
に
な
っ
た
り
害
に
な
る
細
胞
が

自
ら
死
ぬ
現
象「
ア
ポ
ト
ー
シ
ス（
細
胞
死
）」の
分
子

機
構
を
解
明
す
る
な
ど
分
子
生
物
学
を
先
導
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、こ
れ
ら
の
研
究
で
基
礎
医
学
に
大
き

く
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、今
年
選
ば

れ
た
中
で
は
最
年
少
の
文
化
功
労
者
と
な
り
ま
し
た
。

■
徂
徠
道
夫
教
授
（
大
学
院
理
学
研
究
科
・
附
属

分
子
熱
力
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
が
「
ハ
フ
マ
ン

記
念
賞
」
を
受
賞

平
成
13
年
7
月
末
か
ら
8
月
に
か
け
て
米
国
コ
ロ

ラ
ド
ス
プ
リ
ン
グ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
カ
ロ

リ
メ
ト
リ
ー
会
議
に
お
い
て
、「
2
0
0
1
年
度
ハ

フ
マ
ン
記
念
賞
」

が
徂
徠
道
夫
教
授

に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
カ

ロ
リ
メ
ト
リ
ー
会

議
の
創
立
に
中
心

的
な
役
割
を
果
た

さ
れ
た
著
名
な
化
学
熱
力
学
者H

u
g
h

M
.H
uffm

an

博
士
が
逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
悼
み
、

1
9
5
4
年
に
設
立
さ
れ
た
賞
で
あ
り
、
化
学
熱

力
学
研
究
に
お
け
る
長
年
の
世
界
的
貢
献
に
対
し

て
そ
の
栄
誉
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

徂
徠
教
授
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
性
化
合
物
の
精

密
な
熱
容
量
測
定
を
極
低
温
か
ら
高
温
に
わ
た
る

広
い
温
度
領
域
で
行
い
、
相
転
移
現
象
を
通
し
て

機
能
発
現
の
し
く
み
を
解
明
す
る
研
究
を
精
力
的

に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
電
子
が
直
接

的
に
関
与
す
る
ス
ピ
ン
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
現
象
、

混
合
原
子
価
錯
体
に
お
け
る
分
子
内
電
子
移
動
、

サ
ー
モ
ク
ロ
ミ
ズ
ム
現
象
な
ど
に
お
け
る
熱
力
学

的
研
究
を
、
世
界
に
先
駆
け
て
開
拓
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
西
山
雅
洋
さ
ん
（
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
）
が
「
独
創
性
を
拓
く
先
端
技
術
学

生
論
文
表
彰
制
度
文
部
科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞

先
端
技
術
分
野
の
優
秀
な
学
生
の
論
文
を
表
彰
す

る
「
2
0
0
1
年
独

創
性
を
拓
く
　
先
端

技
術
学
生
論
文
表
彰

制
度
」
に
お
い
て
グ

ラ
ン
プ
リ
に
あ
た
る

文
部
科
学
大
臣
賞
に

西
山
雅
洋
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
表
彰

式
は
、
7
月
4
日
、

高
円
宮
・
同
妃
両
殿
下
を
お
迎
え
し
て
東
京
・
芝

浦
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、
遠
山

敦
子
文
部
科
学
相
か
ら
賞
状
と
賞
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

西
山
さ
ん
は
、
柳
田
敏
雄
教
授
の
も
と
で
、
修
士

課
程
か
ら
、
生
体
内
で
動
力
素
子
と
し
て
働
い
て

い
る
生
物
分
子
モ
ー
タ
ー
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
分
子
の
動
き
の
最
小
単

位
を
捉
え
る
た
め
に
分
子
1
個
の
1
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
の
動
き
を
マ
イ
ク
ロ
秒
の
分
解
能
で
測
定
で
き

る
世
界
最
高
感
度
の
光
学
顕
微
鏡
を
開
発
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
大
阪
T
L
O
大
阪
大
学
事
業
部
門
、
活
動
開
始

T
L
O
（
技
術
移
転
機
関
）
は
、
大
学
で
生
み
出

さ
れ
た
発
明
の
特
許
化
・
ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
を
行

う
な
ど
、
産
官
学
連
携
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

機
関
で
す
。
本
年
4
月
、
本
学
を
含
む
大
阪
府
内

の
大
学
、
大
阪
府
、
大
阪
市
及
び
経
済
団
体
な
ど

に
よ
り
大
阪
T
L
O
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ
の

中
の
大
学
事
業
部
門
の
一
つ
と
し
て
、
大
阪
大
学

事
業
部
門
が
こ
の
10
月
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

同
部
門
は
、
本
学
の
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
内
に
本
拠
を
置
き
、
大
阪
T
L
O
本
部
や

他
の
大
学
事
業
部
門
と
の
仲
介
・
連
絡
を
行
う
と

共
に
、
事
業
部
門
独
自
の
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
10
月
16
日
に
は
本
事
業
部
門
の
ア
ピ
ー
ル
を

兼
ね
、
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
で
「
産
官
学
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
有
澤
尚
志
・
先
端
科
学
技
術
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
（
T
E
L
・
F
A
X

06
―
6
8
7
9
―
4
2
0
7
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

■
平
成
13
年
度
理
科
と
情
報
数
理
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー

12
月
8
日
（
土
）、
全
学
共
通
教
育
機
構
講
義
棟
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
菊
野
亨
・
基
礎
工
学
研
究
科
教

授
（
06
―
6
8
5
0
―
6
5
6
5
）

■
液
液
界
面
ナ
ノ
領
域
の
化
学
　
第
1
回
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

12
月
14
日（
金
）〜
15
日（
土
）、理
学
部
宇
宙
地
球
科

学
棟
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
渡
會
仁
・
理
学
研
究
科

教
授
（
06
―
6
8
5
0
―
5
4
1
1
）

■
第
14
回
理
論
天
文
学
懇
談
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
　

12
月
19
日（
水
）〜
21
日（
金
）、
大
阪
大
学
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
横
山
順

一
・
理
学
研
究
科
助
教
授
（
06
―
6
8
5
0
―
5

4
8
4
）

<http://vega.ess.sci.osaka-u.ac.jp/̃rironkon/>

■C
O
E
Internatio

nal
W
o
rksho

p
o
n
H
ig
h

R
esolution

P
hotoem

ission
S
pectroscopy

of

C
o
rrelated

E
lectro

n
S
ystem

s(H
P
E
S
2002)

平
成
14
年
1
月
15
日（
火
）〜
17
日（
木
）、
医
学
部

銀
杏
会
館
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
菅
滋
正
・
基
礎
工

学
研
究
科
教
授
（
T
E
L
・
F
A
X
06
―
6
8
5

0
―
2
8
4
5
）

<http://decim
a.m
p.es.osaka-u.ac.jp/

̃sekiyam
a/H
PES2002/index.htm

>

■Internaio
nal
S
ym
p
o
sium

o
n
R
ecep
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and
Io
n
T
ransp

o
rters

in
C
ard
io
vascular

S
ystem

:
T
heir

ro
les
in
system

fo
rm
atio
n

and
functio

nalreg
ulatio

n

2
月
4
日（
月
）〜
5
日（
火
）、
医
学
部
銀
杏
会
館
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
医
学
系
研
究
科
情
報
薬
理
学
講

座
（
06
―
6
8
7
9
―
3
5
1
2
）

■
第
39
回
日
本
臨
床
分
子
医
学
会
学
術
総
会

3
月
1
日（
金
）〜
2
日（
土
）、千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
。
問
い
合
わ
せ
先
＝
冨
山
佳
昭
・

医
学
系
研
究
科
助
手
、
本
田
繁
則
・
医
学
系
研
究

科
助
手
（
T
E
L
06
―
6
8
7
9
―
3
7
3
2
、

F
A
X
06
―
6
8
7
9
―
3
7
3
9
）

<http://w
w
w
.congre.co.jp/39rinbun/)

■
第
3
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
臨
床
栄
養
学
会

3
月
10
日（
日
）〜
14
日（
木
）、
大
阪
国
際
会
議
場
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
和
佐
勝
史
・
医
学
系
研
究
科
助

教
授
（
T
E
L
06
―
6
8
7
9
―
3
7
5
3
、
F

A
X
06
―
6
8
7
9
―
3
7
5
9
）

■
第
56
回
日
本
口
腔
科
学
会

5
月
9
日（
木
）〜
11
日（
土
）、
大
阪
国
際
会
議
場
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
古
郷
幹
彦
・
歯
学
研
究
科
助
教

授
（
06
―
6
8
7
9
―
2
9
3
6
）

豊島久眞男名誉教授
がん遺伝子についての研究で多大な貢献

平成１３年度文化勲章を受章

長田重一教授
「アポトーシス（細胞死）」の研究で基礎医学に貢献

平成１３年度文化功労者に選ばれる

（大学院医学系研究科）
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遺伝子から脳機能へ―
分子神経薬理学の未来
'大学院薬学研究科

教授─────馬場明道─Akemichi Baba

E-mail : baba@phs.osaka-u.ac.jp

●ゲノム創薬に期待つなぐ
ビッグサイエンス

創薬のための新しい薬
学をベースに、大学院
薬学研究科の馬場明道
教授の研究室は、脳の
機能調節と脳に作用す
る薬物の作用機構の解
明にアタックしている。
脳の研究は21世紀のビ
ッグサイエンスといわれるが、遺伝子改変
手法などによる脳機能へのアプローチはゲ
ノム創薬にも期待をつないでいる。
薬理学は特定の薬物による生体機能の変化
から、その裏にある生体機能（標的分子）を明
らかにすることを目的としてきた。多くの研究
成果は20世紀の生命科学の大きな潮流とな
り、流れの中で、薬物による生体への作用、
薬理作用の理論を確立し、各種疾患に対す
る薬物治療の道を開いてきた。
例えば、モルヒネ。麻酔、鎮痛剤に使われる
モルヒネと人体との関係を追究した結果、モ
ルヒネと同じように作用する神経ペプチド、オ
ピエートペプチドが人体にあることが発見され
たことは有名な話である。
このように、薬理学は薬物が人体にどのよう
に作用するのかの裏付けと、病気の原因とな
る生理機能の変化や、関連因子を解明する
ことである。しかし、生活習慣病をはじめ一般
的疾患は複数の遺伝子要因に環境因子が加
わって発現する多因子疾患。数も多く複雑だ
が、その一つ一つの因子が病気にどのような
役割を果たし、機能しているのかを同定する
ことが、病気を理解し、新しい創薬や治療法
に結びついていく。
●遺伝子改変マウスをモデルに
脳機能解明へ

馬場研究室の研究ターゲットは、その中でもま
だアプローチ方法さえ確立されていないという、
ヒトの持つ高度な脳機能。特定の遺伝子を欠
損させたマウス（ノックアウトマウス）と過剰に発現
させたマウス（トランスジェニックマウス）を創出、
その遺伝子改変による疾患モデルマウスを用
いて脳神経の機能解析に取り組んでいる。
標的の特定遺伝子は神経ペプチドPACAP。
馬場研究室は、PACAPノックアウトマウスの作
成に世界で初めて成功。マウスの行動をグラ
ス槽に入れて観察したところ、普通のマウス
は環境に慣れ、ほとんど動かなくなっていくの
に対し、このマウスは激しく動き続け、高さ30

センチのグラスを飛び越えるほどのジャンプを
し始めた。新しい環境に異常な精神活動を
示すと共に、記憶・学習をつかさどる脳組織

の一部、海馬（かいば）での神経可塑性に異
変が起こったものと判明した。
しかし、ヒトの体は複雑である。一つの遺伝子
が欠損しても他の遺伝子がそれを補完する
仕組みになっており、PACAPノックアウトマウ
スが示したこの現象で、即、記憶・学習機能
と関わりがあると決め付けるにはもう少し検討
が必要だという。それでも、PACAP神経がド
パミン神経などと同様に精神機能に関わる新
たな神経系であることを明らかにしつつあり、
特に、精神分裂病、あるいはADHD（注意欠
陥多動性障害）のモデルマウスになりうると馬
場研究室ではみている。
一方のトランスジェニックマウスは、すい臓だ
けにPACAPが過剰に発現するマウス。これと

肥満、高血糖、高インシュリン
の症状が現れるマウス（KKAy
マウス）をかけ合わせたマウス
でII型糖尿病性の反応を調べ
た。その結果、体重と高血糖
は変わらないが、インシュリン値
が低下していることが分かっ
た。また、じっとしておれないで
動き回る、ADHDという、最近
の子供によく見られる症状の
モデルになりうる長期隔離マ
ウスの研究も進んでおり、先の
PACAPノックアウトマウスとの
組み合わせで新しい疾患モデ
ルの作成が可能になる。

●脳こうそくに関わる分子阻害剤の開発に
世界が注目

薬物開発のための基礎研究にも取り組んで
きた馬場研究室のもう一つのテーマは、脳を
組織するグリア細胞のアポトーシス（細胞死）。
この研究から標的分子（生体機能）の一つ、
ナトリウム・カルシウム・アンチポーター（NCX）
の細胞死抑制における役割を明らかにし、そ
の特異的阻害剤を、製薬企業との共同研究
によって世界で初めて開発した。
NCXは、細胞のカルシウムを調節する輸送タ
ンパク質で、馬場研究室には海外の大学や
研究所からその阻害剤を用いた機能解析を
行うための申し入れが相次いでいる。脳こう
そく以外にもNCXが心臓などで他の病気の
標的分子にもなる可能性が考えられるからだ。
分子薬理学によって分子レベルの病態を10
年間追究してきた馬場教授は「一つの創薬標
的分子が見つかって創薬まで10年はかかる。
現在、求められているのは企業、大学研究室、
官が明解な役割分担をすること」と話すが、遺
伝子から脳機能解明を目指す分子神経薬理
学への注目はさらに高まっている。

馬場 明道教授

●一般的研究室の果たすべき役割

ジャンピングマウス―神経ペプチドPACAPノックアウトマウス（右）
野生型マウス（左）




